
●男女共同参画推進計画（第２次）と（第３次）の体系の違い 

 

【第２次】 

 

Ⅰ 男女平等と共同参画の意識づくり 

（１）学校等における男女平等の意識づくり 

（２）男女平等の意識啓発の展開 

（３）人権の尊重 

 

Ⅱ 配偶者等からのあらゆる暴力の根絶 

（１）配偶者等からの暴力を許さない意識づくり 

（２）相談と保護・支援体制の充実 

（３）関係機関との連携と職員育成の推進 

 

Ⅲ あらゆる分野で男女が協力しあう社会づくり 

（１）政策・方針決定過程への女性参画の推進 

（２）地域・家庭における男女共同参画の促進 

（３）国際化の中での男女共同参画の促進 

 

Ⅳ いきいきと働くことができる就労環境づくり 

（１）女性の雇用支援の拡大 

（２）農林業・商工業における男女共同参画の推進 

（３）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス） 

の実現へ向けた支援 

 

Ⅴ 健康で安らぎのある生活環境づくり 

（１）生活の安定と自立に向けた体制づくり 

（２）子育て・介護支援の体制づくり 

（３）生涯を通じた健康づくり 

 

Ⅵ 計画の推進 

（１）推進体制の整備 

【第３次】案 
 
Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた意識づくり 

（１）男女共同参画意識の普及 

（２）家庭や地域における男女共同参画の推進 

（３）国際化の中での男女共同参画の理解と協調 

 

Ⅱ 男女共同参画を実践できる就労環境づくり 

（１）男女のワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進 

（２）職業生活における女性の活躍の推進 

（３）多様な働き方を選択できる体制づくり 

 

Ⅲ あらゆる分野における女性の参画拡大 

（１）政策・方針決定過程への女性の参画の促進 

（２）地域活動における女性の活躍の推進  

（３）農林業・商工業等における女性の参画の促進 

（４）防災・災害時における女性の参画の促進 

 

Ⅳ 男女共同参画社会に向けた安全・安心な暮らしの実現 

（１）男女の人権の尊重 

（２）男女間のあらゆる暴力の根絶 

（３）誰もが安心して暮らせる支援体制づくり 

（４）生涯を通じた心と身体の健康支援 

 

≪第３次計画の特徴≫ 

・砺波市の三世代同居率が高い特徴を生かし、世代間の理解を深め、世代間での家事・育児・介護等の協力が

できるよう、男女共同参画の意識啓発を推進する。 

 

・「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」の施行（Ｈ27.9.4 施行）にあわせ、同法に定める市町

村推進計画を基本目標Ⅱに位置づけ、「職業生活における女性の活躍の推進」を課題とする。働きたい女性

が、仕事と子育て・介護などと両立できるよう就労環境づくりを進める取組を重点とする。 

 

・人口減少社会を迎える中で、日本の持続的成長を実現し、社会の活力を維持していくためには、「女性の力」

の発揮が不可欠であるとしている国の動向を踏まえ、女性の活躍の促進に重点を置き、「あらゆる分野にお

ける女性の活躍」を基本目標の一つに掲げ、新たに、防災活動にも男女共同参画の視点を取り入れることと

する。 

 

・基本目標Ⅳは、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」に定める市町村基本計画に位

置づけ、課題として「男女間のあらゆる暴力の根絶」を掲げる。 

 

・計画の推進体制を基本目標とせず、「計画の推進」として別章として掲げる。 


